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 1．まえがき 

無線LANがいつでもどこでも利用できる環境が整っ

た一方で，端末や無線LANのアクセスポイント(AP)の著

しい増加は，通信品質の劣化を引き起こす要因となって

いる．その一つにPerformance Anomalyがある．AP内に

伝送速度の高い端末と低い端末が混在するとき，すべて

の端末の実効スループットが伝送速度の低い端末と同

程度まで低下する問題である．本稿では，APが自律的

に移動することで，Performance Anomalyの影響を軽減し，

システムスループットを向上させる手法を提案する． 

2．自律移動AP 

Performance Anomalyが生じる原因は，APとの距離が

他の端末と比べ，極端に離れた位置にある端末が存在す

るためである．したがって，APと端末との距離の総和

が最も小さくなる場所に移動させることで，伝送速度が

平滑化され，Performance Anomalyを軽減させることが可

能となる．ここでは，APはあらかじめ端末の位置が把

握できているものとし，端末間の重心を計算し，移動す

る．APが複数存在する場合は，クラスタリングを行い，

各クラスタの重心に移動する．  

3．移動先の決定法 

提案するAPは，一定の時間間隔で，接続している端

末の位置をスキャンして端末の重心を計算し，そこに移

動する．重心の計算法は2種類とする．まず，図1のよう

にエリアを縦に等分に分割し，そのエリア内に含まれる

端末の重心を計算する．これをエリア重心とする．次に，

クラスタ数をkとしたk-means法によるクラスタリング

を行い，各クラスタの重心を求め，それをクラスタ重心

とする．図1の場合，クラスタ数は2となる． 

 

図1 端末のクラスタリング方法 

 

4．システムスループットの比較 

シミュレーションのエリアは50m×50mとする．通信

中の端末は固定とし，通信中の途中離脱は考えない．シ

ミュレーションにおける初期状態の端末数は10個とす

る．端末の発生方法は一様分布とする．各端末の実効ス

ループットは文献[1]を参照する．表1に距離と実効スル

ープットの関係を示す．APは二つとし，通信半径は25m

とする．APは端末の位置を知ることができるものとす

る．一定の時間間隔ごとに端末の配置をスキャンし，そ

のときのシステムスループットを測定する． 

図2にシミュレーション結果を示す．縦軸はエリア重

心を1として正規化している．比較として，エリアの中

心にAPを固定して配置した場合の結果を×で示す．図

中の点線はAPをエリア中心に固定した場合のシステム

スループットの平均を示している．実線はエリア重心の

平均，一点破線はクラスタ重心の平均を示す． 

図2より，エリア中心にAPを固定するよりも，各重心

に移動する方がシステムスループットは向上する．また，

k-means法によるクラスタの重心に移動させた場合，最

もシステムスループットが大きくなる．以上より，自律

移動するAPを用いることでPerformance Anomalyの影響

を軽減し，システムスループットを向上させることが可

能であることが分かる． 
 

表1 APからの距離と実効スループット 

距離(m) 5 7 9 20 25 40 50 

スループット

(Mbps) 
26.1 24.4 20.4 15.3 11.9 8.5 5.8 

 
図2 時間経過に伴うシステムスループットの変化 

 
 

5．むすび 

本稿ではAPが自律的に端末の重心に移動することで

Performance Anomalyの影響を軽減し，システムスループ

ットが向上することをシミュレーションにより明らか

にした．今後の課題としては，リアルタイムな端末情報

の取得と，その最適な時間間隔を明らかにする必要があ

る．また，実装により，実際面でのさまざまな要因を検

討する必要もあろう． 
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